
 

 

 

 

 
 

 今年は新型コロナウイルス感染症だけでなく、インフルエンザも流行してい

るようです。今後、詫間中学校でもインフルエンザが流行するかもしれません。

「保健だより」等で紹介されている予防方法を参考に、人混みのする場所への

出入りをできるだけ少なくするよう心がけ、バランスの取れた食事、十分な睡

眠、マスクの着用、手洗い・うがいなどをきちんとしてください。 

テレビ番組で紹介されていた「医者のインフルエンザ対策」を紹介します。 

 

 ① 直接、手で顔を触らない。手にはインフルエンザウイルスがくっついている。顔を触る場合は、ハン

カチやティッシュペーパーを間にはさんで触る。 

 ② 文具等の貸し借りをできるだけしない。表面がツルツルしている物は、インフルエンザウイルスがよ

り長く生きられる。衣類では８時間しか生きられないが、プラスチックなら４８時間生き続ける。 

 ③ 特に鼻を冷やさない。外出するときは、マスクやマフラー等で鼻を覆（おお）う。インフルエンザウ

イルスは３３℃以下の場所で増え、３７℃以上では増えない。 
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